
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  極点図、ＯＤＦ図の方位密度に関して 
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概要 

 極点図やＯＤＦ図の方位密度は解析手法と材料の特性により異なった値を示します。 

 解析手法では、 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  解析ＯＤＦソフトウエア 

 材料特性 

  例えば＜１１１＞／／ＮＤの場合 

  再計算極点図｛１１１｝の極点図中心への集中度により値が異なります。 

 

 異なったシステム（測定装置、解析法（ＯＤＦを含む））では値は異なります。 

 

 再現する方法を特定します。 

 測定システム、光学系を特定（例えばＲＩＮＴ２０００、スリット条件） 

 測定試料サイズ 

 解析方法としてｒａｎｄｏｍ試料を用いたか、あるいは計算で行ったか特定します。 

  

 材料特性 

  同一＜１１１＞－Ｆｉｂｅｒでもその密度により集中度が異なります。 

  

 以下に＜１１１＞－ＦｉｂｅｒのＶＦ％＝３０％を集中度１０ｄｅｇと２０ｄｅｇを比較します。 

 極点図をＬａｂｏＴｅｘで作成しＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで比較する。 

 

 

 

   

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜１１１＞－Ｆｉｂｅｒ ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇ 

 

＜１１１＞－Ｆｉｂｅｒ ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

 



ＯＤＦ図比較 

 ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ    ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

 

      

Min=0.7－＞randomVF％=７０％   Min=0.7－＞randomVF%=７０％    

Ｍａｘ＝１５．６６    Ｍａｘ＝４．８０８ 

ＯＤＦ解析時ＦＩｂｅｒで解析すると１５．６６と４．８０８になります。 

ＦＷＨＭによりＯＤＦ図の広がりが異なり、方位密度も異なります。 

 

｛１１１｝極点図比較 

 

       

  



極点図をＥＸｐｏｒｔし、反射極点図に切り出し 

ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇ 

 

ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇ 

 

ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

 

 

 完全なＦｉｂｅｒなので、Φ＝５５°、φ２＝４５°でφ１が０°から９０°までを平均値は 

 それぞれ、９．０５と４．１７になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Φ＝５５°、φ２＝４５°でφ１が０°から９０°までを平均値 

ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇの＜１１１＞／／ＮＤは 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴＥＸＴデータのＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

 



ＶＦ３０％－ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇの＜１１１＞／／ＮＤは 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 材料の＜１１１＞／／ＮＤの方位密度は、 

 ｒａｎｄｏｍ補正を行った極点図｛１１０｝，｛２００｝，｛２１１｝極点図のＯＤＦ解析から 

 γ－Ｆｉｂｅｒの平均値から求められます。φ１＝０－＞３０ｄｅｇ 

 この計算をφ１＝０－＞９０でも同じような値が得られると思います。 

 

 ＯＤＦ図には 

  方位の位置により｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞ 

  方位の広がり（ｅｕｋｅｒ角度の広がり） 

  ｒａｎｄｏｍ％（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは計算できていない） 

  が計算されています。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜１１１＞／／ＮＤの計算（Ｆｉｂｅｒの切り出し） 

 

 

 

 

GPODFDisplayに読み込んだ ODF15のホルダにＦｉｂｅｒホルダが作成されデータが登録されています。 



 

 

 

このデータをＥｘｃｅｌで読み込み加算平均が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで不完全極点図からｒａｎｄｏｍ％を計算 

VF30%-10deg 

 

ODFっを Exportし、GPODFDisplayでｒａｎｄｏｍ％を計算 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでｒａｎｄｏｍ７０％の完全極点図を反射極点図（０－＞７５）で 

 ｒａｎｄｏｍは６８％を計算 

 


